
準
備
段
階

●
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
公
園
を
な
ん
と
か
し
よ
う

　
九
〇
年
春
、
鳥
山
公
園
に
隣
接
す
る
公
団
住
宅
へ

の
入
居
が
開
始
さ
れ
る
。
公
園
は
雑
木
林
、
竹
林
が

荒
れ
放
題
に
な
っ
て
お
り
、
「
こ
わ
い
と
こ
ろ
」
と

言
わ
れ
て
い
た
。
九
二
年
の
春
頃
、
保
育
を
通
し
て

知
り
あ
っ
た
団
地
内
主
婦
三
人
が
、
鳥
山
公
園
を
、

こ
ど
も
た
ち
に
身
近
な
自
然
と
し
て
親
し
み
の
持
て

る
公
園
に
で
き
る
よ
う
な
管
理
が
で
き
な
い
か
模
索

を
始
め
た
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
自
然
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る
緑
の
会
の
支
援
と
、
す
で
に
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
鴨
池
公
園
で
自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
た
、
鴨
池
公
園
愛
護
会
を
参
考
に
、
烏

山
公
園
愛
護
会
の
結
成
に
向
け
て
活
動
を
始
め
る
。

●
鳥
山
公
園
愛
護
会
の
結
成
（
※
①
）

　
九
二
年
の
秋
に
、
愛
護
会
結
成
を
呼
び
掛
け
る
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
。
集
ま
っ
た
賛
同
者
十
家
族
で

九
三
年
三
月
に
烏
山
公
園
愛
護
会
を
結
成
す
る
。

●
自
然
の
ま
ま
の
公
園
保
全
の
た
め
学
習
を
重
ね
る

　
愛
護
会
と
し
て
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
一
年
経
っ

て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
か

ら
孤
立
し
た
場
所
に
あ
る
烏
山
公
園
が
、
生
態
系
を

復
活
し
、
生
物
相
豊
か
な
公
園
と
な
る
た
め
に
は
、

水
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
解
っ
て
く
る
。

　
九
四
年
一
年
間
、
各
地
の
生
態
系
を
活
か
し
た
公

園
、
特
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
池
を
持
っ
た
場
所
を
見
て

回
る
と
同
時
に
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
緑
の
会
と
も

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
勉
強
会
を
持
つ
。

〈
愛
護
会
の
活
動
▽

九
四
年
度
上
期
・
竹
の
子
保
護
／
野
草
保
護
／
竹
の

有
効
利
用
／
下
草
刈
／
学
習
会
／
野
草
移
植
／
「
鳥

山
公
園
愛
護
会
ニ
ュ
ー
ス
」
毎
月
発
行
・
中
山
地
区

セ
ン
タ
ー
、
地
下
鉄
中
山
駅
ホ
ー
ム
に
掲
示

九
四
年
度
下
期
・
野
草
の
移
植
／
竹
細
工
大
会
／
蔦

の
つ
る
編
み
／
竹
林
の
手
入
／
雑
木
林
の
手
入
れ
／

近
隣
学
校
と
の
つ
な
が
り
（
学
校
へ
工
作
用
竹
材
の

提
供
、
こ
ど
も
自
然
観
察
会
の
開
催
）
／
水
辺
づ
く

り
へ
（
水
辺
の
見
学
会
、
学
習
会
）
／
ホ
ッ
ト
交
流

（
焚
火
を
囲
ん
で
の
交
流
会
）

●
水
辺
づ
く
り
の
決
断

　
九
四
年
冬
に
水
辺
づ
く
り
を
決
断
。
こ
の
時
点
で

は
、
行
政
と
の
接
触
は
全
く
な
く
、
決
断
は
し
た
も

の
の
、
そ
の
具
体
的
方
策
は
暗
中
模
索
で
あ
っ
た
。

●
行
政
と
の
出
会
い

　
九
五
年
春
、
緑
政
局
に
経
緯
を
説
明
し
、
愛
護
会

の
希
望
を
話
す
。
市
に
も
、
公
団
か
ら
移
管
さ
れ
た

公
園
の
整
備
事
業
を
行
う
計
画
が
あ
り
、
愛
護
会
の

要
望
を
取
り
入
れ
、
計
画
を
進
め
る
運
び
と
な
る
。

地
域
の
人
た
ち
と
共
に
施
設
を
考
え
る

●
水
辺
づ
く
り
事
業
の
ス
タ
ー
ト

　
九
五
年
五
月
に
水
辺
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
、
鳥

山
公
園
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
水
源
に
関
し
て
、

次
の
こ
と
が
設
定
さ
れ
た
。
近
く
に
水
源
が
な
い
の

で
、
地
下
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
水
源
を
確
保
す
る

こ
と
。
汲
み
上
げ
は
一
日
一
〇
〇
ト
ン
以
下
と
す
る

こ
と
。
隣
接
地
に
地
区
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
公
園
が

災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
水
源
は
災
害
時
飲
料
水
確
保
も
兼
ね
る
こ
と
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
水
辺
づ
く
り
会
議
へ
の
参
加

の
呼
び
掛
け

　
多
く
の
地
域
の
人
達
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
、

参
加
の
呼
び
か
け
は
愛
護
会
を
通
し
、
自
治
会
・
町

内
会
や
地
域
の
こ
ど
も
達
等
一
般
の
人
達
へ
も
広
く

行
っ
た
。
一
般
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
自
治
会

か
ら
の
参
加
者
や
中
学
生
の
参
加
が
あ
っ
た
。

●
目
標
づ
く
り
が
目
的
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
※
②
）

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
烏
山
公
園
づ
く
り
の
目
標
設

定
、
目
標
達
成
の
た
め
の
方
策
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
。
今
ま
で
愛
護
会
は
、
自
然
保
護
に
重

心
を
置
い
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
そ
れ
と
同
比
重
の
、
”
遊
ん
だ
り
、

働
い
た
り
、
利
用
す
る
公
園
”
と
い
う
目
標
が
新
た

に
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
目
標
が
愛
護

会
の
理
念
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
（
※
③
）

●
水
辺
づ
く
り
会
議
の
開
催

緑政局公園部建設課

緑政局西部公園事務所

烏山公園整備事業

所在地／都筑区中山、

敷地面積／1.9ha、近隣公園

設計期間／平成７年５月～10月、

平成８年１月着工、４月竣工

ワークショップ／１回、

水辺づくり会議／３回

事業主体

関係部局

事業名称

施設概要

※
①
　
一
般
に
、
児
童
公
園
程
度
の
小
さ
な

公
園
の
場
合
は
行
政
の
呼
び
掛
け
に
答
え
る

形
で
、
町
内
会
を
中
心
に
し
た
愛
護
会
が
ス

ム
ー
ズ
に
立
ち
上
が
る
が
、
近
隣
公
園
以
上

の
広
さ
を
持
っ
た
、
あ
る
い
は
自
然
系
の
公

園
に
な
る
と
、
管
理
が
大
変
な
こ
と
か
ら
、

愛
護
会
の
立
ち
上
げ
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
。

※
②
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
感
想
（
参
加
者

か
ら
）

・
　
”
な
が
め
る
だ
け
の
公
園
”
か
ら
。
遊
ん

だ
り
、
働
い
た
り
、
利
用
す
る
公
園
”
へ
と

い
う
、
私
の
以
前
か
ら
の
思
い
が
、
皆
さ
ん

も
同
じ
と
知
っ
て
心
強
い
気
が
し
ま
し
た
。

・
参
加
し
て
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
企
画
だ

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
夢
の
公
園
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
”
働
く
こ
と
の
で

き
る
公
園
”
、
新
し
い
発
見
で
し
た
。

・
お
互
い
の
意
識
を
再
確
認
す
る
上
で
、
非

常
に
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。
今
後
の
池
づ

く
り
に
大
い
に
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。
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⑩
烏
山
公
園
水
辺
づ
く
り
事
業

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
公
園
の
設
計
・
管
理
・
運
営

１

２

データ

事業期間

参加形態



　
計
四
回
開
催
。
一
回
目
は
愛
護
会
か
ら
地
域
住
民

へ
の
水
辺
づ
く
り
計
画
の
経
緯
説
明
。
二
回
目
以
降

は
、
緑
政
局
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
入
っ
て
の

計
画
案
検
討
。
愛
護
会
、
一
般
住
民
、
行
政
、
設
計

者
約
十
名
が
設
計
図
を
囲
ん
で
話
し
合
っ
た
。

　
第
一
回
‐
愛
護
会
か
ら
地
域
の
人
た
ち
へ
の
水
辺

づ
く
り
計
画
の
経
過
説
明
と
、
意
見
交
換
／
第
二
回
‐

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
計
画
案
説
明
と
意
見
交
換
、

実
地
検
分
／
第
三
回
１
第
二
回
に
基
づ
い
た
修
正
案

説
明
と
意
見
交
換
／
第
四
回
－
最
終
計
画
案
確
認

　
検
討
の
中
心
は
、
水
辺
を
様
々
な
利
用
者
に
活
用

さ
れ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
こ
ど
も
が
入
っ
て
遊

べ
る
部
分
を
設
け
る
こ
と
と
、
生
態
系
を
復
活
さ
せ

る
た
め
の
水
辺
と
を
、
狭
い
敷
地
の
中
で
ど
の
よ
う

に
共
存
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
日
ご
ろ
か
ら
の
幅
広
い
地
域
と
の
関
係
－
こ
ど
も

を
中
心
と
し
た
地
域
と
の
繋
が
り
（
※
④
）

　
愛
護
会
結
成
と
以
後
の
活
動
の
牽
引
力
と
な
っ
た

の
は
、
育
児
を
通
し
て
広
が
っ
た
母
親
達
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
町
内
会
関
係
の
母

親
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
ま
た
、
水
辺
づ
く
り

事
業
化
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
、
竹
の
子
取
り
等
自

然
を
題
材
と
し
た
様
々
な
催
し
を
通
し
て
も
、
地
域

の
様
々
な
人
た
ち
と
の
繋
が
り
が
で
き
て
い
た
。

施
設
を
建
設
す
る

●
く
わ
入
れ
式

　
地
域
の
こ
ど
も
中
心
に
約
四
十
名
で
、
池
の
予
定

地
に
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
っ
た
後
、
甘
酒
で
乾
杯
。

●
水
入
れ
式

　
住
民
約
百
数
十
名
が
池
の
完
成
を
祝
う
。
中
川
連

合
町
内
会
長
の
昔
の
鳥
山
の
話
を
聞
い
た
後
、
水
草

古老から昔の鳥山の話を聞く
を
植
え
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
放
す
。
池
の
名
前
を

皆
か
ら
募
る
こ
と
を
発
表
。

自
分
た
ち
で
施
設
を
管
理
す
る

●
公
園
管
理
方
法
を
め
ぐ
り
緑
政
局
と
協
議

　
公
園
管
理
方
法
を
、
西
部
公
園
事
務
所
と
協
議
。

事
務
所
側
は
、
愛
護
会
の
活
動
を
近
隣
住
民
が
支
持

し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
。
今
後
の
公
園
管
理
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
生
態
系
や
水
辺
を
含
む
愛
護
会
に

よ
る
管
理
を
骨
子
と
し
た
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

●
横
浜
市
と
し
て
初
め
て
、
雑
木
林
の
伐
採
等
を
含

め
た
管
理
の
覚
書
を
取
り
交
わ
す
（
※
⑤
）

　
　
”
自
然
生
態
系
を
保
全
育
成
し
な
が
ら
の
、
皆
が

働
き
、
遊
べ
る
公
園
づ
く
り
”
に
は
、
公
園
に
手
を

入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
愛
護
会
に
よ
る
現
公
園

管
理
規
則
で
は
、
そ
れ
が
十
分
に
で
き
な
い
。
公
園

事
務
所
と
協
議
を
重
ね
、
九
六
年
四
月
、
水
辺
づ
く

り
完
成
と
同
時
に
、
横
浜
市
と
し
て
初
め
て
、
雑
木

林
、
竹
林
、
生
態
系
等
の
管
理
育
成
を
骨
子
と
し
た
、

烏
山
公
園
管
理
に
関
す
る
覚
書
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
住
民
参
加
の
一
つ
の
形

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

図　事業の流れ

　
当
ケ
ー
ス
の
特
徴
は
、
住
民
の
主
体
性
を
行
政
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
参
加
の
場
は
、
基
本
的
に
住
民
側
主
催

で
あ
っ
た
た
め
、
通
常
の
、
行
政
主
体
の
そ
れ
と
比

べ
、
非
常
に
簡
素
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
務
レ

ベ
ル
の
、
具
体
的
内
容
に
集
中
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

住
民
側
は
、
行
政
へ
の
要
望
の
場
で
は
な
く
、
地
域

課
題
を
踏
ま
え
、
地
域
に
と
っ
て
ど
ん
な
公
園
が
い

い
の
か
を
検
討
す
る
場
と
し
て
参
加
の
場
を
使
っ
た
。

行
政
側
も
、
形
式
だ
け
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
ぐ
、
地

域
要
望
に
応
え
る
こ
と
に
力
を
集
中
で
き
た
。

　
こ
の
住
民
参
加
事
例
は
、
今
後
の
多
様
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
一
つ
の
形
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
水
辺
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
住
民
活
動
と

事
業
化
が
重
な
る
と
い
う
好
条
件
も
あ
っ
た
が
、
公

園
の
自
主
的
管
理
を
行
う
ま
で
発
展
し
た
基
に
は
、

住
民
側
が
、
自
然
保
護
活
動
を
続
け
る
過
程
で
、
地

域
課
題
へ
も
目
を
向
け
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

※
③
　
烏
山
公
園
愛
護
会
の
理
念

・
鳥
山
公
園
の
自
然
生
態
系
の
保
全
・
育
成

に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
。

・
　
”
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と

の
森
づ
く
り
”
と
”
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、

働
き
、
遊
べ
る
公
園
づ
く
り
”
を
基
本
理
念

と
す
る
。

・
活
動
に
お
い
て
は
、
市
民
相
互
の
交
流
を

楽
し
み
、
人
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
考
え
る

場
と
す
る
。

・
市
民
の
自
主
的
な
意
志
を
尊
重
し
て
活
動

す
る
。

※
④
　
設
立
時
は
女
性
会
員
の
割
合
は
九
〇

％
。
現
在
は
男
性
も
増
え
、
女
性
会
員
の
割

合
は
五
〇
％
。

※
⑤
　
烏
山
公
園
愛
護
会
公
園
管
理
要
項

・
雑
木
林
の
管
理
育
成

・
竹
林
の
管
理
育
成

・
野
草
の
管
理
育
成
・
復
元

・
野
生
生
物
の
保
護
育
成

・
親
水
施
設
（
流
れ
・
池
）
の
管
理

・
間
伐
材
、
自
然
材
料
等
の
有
効
利
用

・
そ
の
他
自
然
生
態
系
の
保
全
育
成
に
関
わ

　
る
活
動

・
そ
の
他
管
理
上
必
要
な
事
項

３

４５
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